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豆
腐
製
造
機
械
メ
ー
カ
ー
・
㈱
ア
ー
ル

（
愛
媛
県
新
居
浜
市
、
舛
岡
正
弘
社
長
）
が
開

発
し
た
新
方
式
の
豆
乳
凝
固
機
「
瞬
間
凝
固

１
．２
」。
豆
腐
メ
ー
カ
ー
の
間
で
そ
の
導
入

が
広
ま
っ
て
い
る
。

　
36
本
の
ノ
ズ
ル
か
ら
に
が
り
を
噴
射
さ

せ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
困
難
と
さ
れ
て
き

た
高
温
豆
乳
を
天
然
に
が
り
で
凝
固
す
る

豆
腐
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
業

界
初
の
「
瞬
間
凝
固
製
法
」（
製
造
特
許
申
請

中
）
と
い
う
凝
固
法
を
生
み
出
し
た
同
機
。

そ
の
導
入
は
、
ど
ん
な
効
果
を
現
場
に
も

た
ら
す
の
だ
ろ
う
か
。
　

ユーザー

㈲平野豆富製造所（福岡県福岡市）

メーカー

㈱アール (愛媛県）

ユーザールポ　

「瞬間凝固1.2」を自動ライン化
毎時約2000丁高温にがり寄せ実現

　自
動
化
ラ
イ
ン
で
人
員
負
担
軽
減
化

　
「
『
瞬
間
凝
固
１
．２
』
を
導
入
し
た
の
は
、

今
年
３
月
。
そ
の
際
、
自
動
化
ラ
イ
ン
に

切
り
替
え
ま
し
た
」

　
今
回
話
を
聞
い
た
の
は
、
㈲
平
野
豆
富

製
作
所
（
福
岡
県
福
岡
市
）
の
平
野
浩
二

専
務
取
締
役
と
工
務
担
当
の
萩
迫
良
也
さ

ん
。
フ
ワ
ッ
と
し
た
分
厚
い
豆
腐
生
地
が

人
気
の
「
糸
島
揚
げ
」
を
は
じ
め
、
各
種

豆
腐
を
製
造
し
て
い
る
同
社
。
こ
れ
ま

で
、
凝
固
に
関
し
て
は
、
ラ
ウ
ン
ド
バ
ケ
ッ

ト
凝
固
機
と
天
然
に
が
り
凝
固
機
「
マ
グ

シ
ョ
ッ
ト
」
を
使
用
し
て
い
た
と
い
う
。

　「
『
マ
グ
シ
ョ
ッ
ト
』
の
機
器
メ
ー
カ
ー
・

㈱
ア
ー
ル
か
ら
新
た
な
天
然
に
が
り
凝
固

シリーズ
   「瞬間凝固1.2」    

第3回
 

                  導入メーカーに聞く   
    

水の中で、自動的に

カットされ、パックされ

ていく。

平野豆富製造所に今年3月導入された「瞬間凝固 1.2」自動化ライン

熟成された型箱を、冷却槽へ。

回転し、 豆腐が取り出される。

3段積みで蓋が閉められ、

熟成されていく。 ライン上を

少しずつ移動。

「瞬間凝固 1.2」（右）で

凝固型箱が持ち上げられ、

3段積みにされる。

「瞬間凝固1.2」（奥）の

手前で型箱に豆乳が

入れられる。

 33   FOOD JOURNAL

㈲平野豆富製造所
福岡県福岡市西区周船寺 2-9-6

☎092-806-1114 

機
を
開
発
し
た
と
聞
き
ま
し
て
。
話
を
聞

い
て
、
導
入
を
決
め
ま
し
た
」

　
同
社
は
、
こ
れ
ま
で
天
然
に
が
り
（
ア

イ
テ
ム
に
よ
っ
て
は
、
す
ま
し
粉
）
を
使

用
。「
こ
れ
ま
で
に
何
度
か
乳
化
に
が
り
を

使
う
話
が
持
ち
上
が
っ
た
が
、
一
度
も
使
っ

て
い
な
い
」
と
い
う
。
か
つ
て
は
、
冷
豆

乳
の
電
子
凝
固
も
し
て
い
た
が
、『
マ
グ

シ
ョ
ッ
ト
』
導
入
か
ら
は
、
温
豆
乳
凝
固

を
導
入
し
て
い
た
。

　「
『
瞬
間
凝
固
１
．
２
』
は
、『
マ
グ
シ
ョ
ッ

ト
』
と
は
ま
た
全
然
構
造
が
違
う
。
凄
く

進
化
し
て
い
る
。
作
業
時
間
が
瞬
時
だ
し
、

自
動
化
ラ
イ
ン
に
組
み
込
む
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
こ
れ
ま
で
半
自
動
で
手
作
業
を

要
し
て
い
た
部
分
を
無
人
化
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」

　
同
社
工
場
で
は
、
導
入
時
に
自
動
化
ラ
イ

ン
に
「
瞬
間
凝
固
１
．
２
」
を
組
み
込
ん
で

い
る
。
こ
れ
は
、
全
国
で
も
初
め
て
の
試

み
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
温
天
然
に

が
り
寄
せ
で
、
毎
時
２
０
０
０
丁
の
製
造

能
力
を
実
現
。
人
員
配
置
の
軽
減
化
、
効

率
化
が
大
幅
に
進
ん
だ
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
自
動
化
ラ
イ
ン
を
、
す

ま
し
粉
で
も
使
用
し
て
い
る
と
い
う
。

　
手
作
り
の
味
を
量
産

　
導
入
か
ら
２
カ
月
が
経
過
。
移
行
期
の

思
い
が
あ
り
ま
す
」

　「
瞬
間
凝
固
１
．
２
」
は
、
熟
練
の
職
人

で
な
け
れ
ば
難
し
い
と
さ
れ
る
高
温
豆
乳

天
然
に
が
り
寄
せ
を
、
多
数
の
ノ
ズ
ル
か

ら
の
一
斉
噴
射
と
い
う
独
特
の
理
論
で
機

械
化
を
実
現
。
遅
効
性
に
が
り
、
冷
豆
乳

な
ど
機
械
化
さ
れ
た
量
産
凝
固
法
の
中
で

も
、
職
人
の
技
法
に
最
も
近
い
凝
固
法
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　「
天
然
に
が
り
の
高
温
豆
乳
寄
せ
は
、
瞬

時
に
凝
固
す
る
の
で
、
新
鮮
で
、
大
豆
の

味
を
引
き
出
し
て
く
れ
る
製
法
。『
瞬
間
凝

固
１
．２
」
を
導
入
し
て
、
改
め
て
そ
う
感

じ
ま
し
た
」

　
同
社
で
は
、
同
ラ
イ
ン
で
製
造
さ
れ
た

商
品
の
フ
ィ
ル
ム
に
「
瞬
間
凝
固
製
法
」
と

表
示
。
凝
固
の
違
い
や
良
さ
を
消
費
者
に

向
け
て
Ｐ
Ｒ
し
、
商
品
の
差
別
化
の
材
料

と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

インタビューに答える
工務担当 ・萩迫さん

※カタログ、豆腐サンプルの請求、見

学、デモ機持ち込み実演については、

下記連絡先にお問い合わせ下さい。

㈱アール
愛媛県新居浜市黒島1-3-45

☎ 0897-45-0076／ FAX 0897-45-1043

「瞬間凝固1.2」のお問い合わせ

　http://www.rrr.co.jp/
　※ネット上で「瞬間凝固1.2」の

　噴射の瞬間の動画が見れます。

調
整
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
作
業
は
順
調

だ
と
い
う
。

　「
う
ち
も
あ
る
程
度
、
量
を
作
り
ま
す
。

効
率
と
い
う
意
味
で
は
、
乳
化
に
が
り
を

使
え
ば
も
っ
と
簡
単
な
の
で
し
ょ
う
が
、
や

は
り
、
天
然
に
が
り
の
高
温
豆
乳
寄
せ
の
、

こ
の
味
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う

突き出た36本のノズル。ノズル
１本につき７カ所ｍの噴射口が
ある（36×7 ＝計252カ所）。それ
が、高温豆乳を入れた型箱に向かっ
て降りていく。撹拌板が型箱の底
まで降りる間に、36本のノズル
から一斉に天然にがりが噴射。
凝固時間わずか 1.2 秒。「高温一
発寄せ」を機械で実現した。

ノズルは簡単に脱着が
可能。平野豆富製造所
では、ノズルを外して、
すまし粉凝固にも使
用。別チューブからす
まし粉を注入し、36カ
所の穴抜きされた撹拌
板で撹拌される。

能　　　　力：50～70箱 /ｈ
電  気  容  量：AC100V　0.5kw
標準機械寸法：幅 1070×奥行 1400×高さ 2140mm
※型箱 400×500mm 以上は特注
　なお設置場所によりサイズを小さく製作する事は可能です。

↗
同
社
製
品
「瞬
間
凝

固
製
法
糸
島
に
が
り
」

（木
綿
と
う
ふ
・
絹
と
う

ふ
）
と
看
板
商
品
「糸
島

揚
げ
」

　
今
後
、店
頭
で
の
食
べ

方
提
案
も
行
っ
て
い
く

「瞬間凝固 1.2」仕様


